
































































































































































































試料A 十，一 一一　， 十，一
試料B 十十十　十　　　． 十十十，十十十 十，一














































































































































































































































































PhragrnidiaceaeP加α9η泌㍑脱1）αμCμOCμZαπ ナワシロイチゴ ○ ○





























PhakopsoraceaePんα々0ρSOγαραC伽γ肱ゴ クズ ○ ○
○冬胞子形成誘導活性あり．×冬胞子形成誘導活性なし．カレ葉の枯れが著しいもの．
の構造解明の第一段階としてLC－MSを用いることとし
た．その結果，活性分画には常にm／z130の偽分子イオ
ンピークが存在することが明らかとなり，さらに
HRMSの測定結果から冬胞子形成誘導物質の分子式を
C5H7NO3と推定した．現段階では未だ冬胞子形成誘導
物質の構造確定には至っていないが，精製の過程で活性
物質が低分子量の酸性物質であると推定されていたの
で，入手可能な種々のアミノ酸やカルボン酸類を活性試
験に付したところ，L－prolineに弱い活性が認められた．
これらの結果から，冬胞子形成誘導物質は，現在のとこ
ろアミノ酸あるいはカルボン酸の関連化合物ではないか
と推測している．さらに，コムギ赤さび病菌に罹病した
コムギ葉を収穫期に多量に採集することが容易ではない
ことから，冬胞子形成誘導物質の量確保を目的として
Pμcc：励αγθcoηd吻f．sp．’7仇c‘以外のさび菌に罹病した
種々の植物エキスのコムギ赤さび病菌に対する冬胞子形
成誘導活性の有無について検討を行った．十数種のさび
菌罹病植物を集め，各感染葉エキスの活性を調べた結
果，すべての罹病植物に冬胞子形成誘導活性が認められ
た．種々のさび菌の冬胞子形成誘導因子の共通性・変異
度について今後検討を加える予定であるが，冬胞子形成
誘導物質は基本的にさび病菌に共通のものであると考え
ている．本研究は，直接的にはコムギ赤さび病に対する
化学防除を目的としているが，本課題の成果により広く
さび病菌全般の冬胞子形成誘導物質の解明にっながるも
のと期待している．
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